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大会実施要項

１．名称　　　全日本大学フットサル大会宮崎県大会2010
２．主催　　　社団法人宮崎県サッカー協会フットサル委員会、宮崎県フットサル連盟
３．主管　　　社団法人宮崎県サッカー協会フットサル委員会
４．協賛　　　調整中
５．協力　　　調整中
６．期日　　　2010年6月6日（日）
７．会場　　　宮崎県総合運動公園内　木の花ドーム
８．参加資格
①2010年度財団法人日本サッカー協会のフットサル個人登録およびフットサル大会登録を行った単一の大学に在学中の大学生により構成されたチームであること。
②第1項のチームに登録された選手であること。
③第1項のチームには大学名が入っていること。
④第1項に定めるチームには、1チームあたり4名までの外国籍選手の登録を認める。ただし、当該外国籍選手は、IFTC（国際フットサル移籍証明書）により移籍が完了し、出入国管理および難民認定法に定める在留資格を取得しているものとする。なお、外国籍選手はピッチ上に2名を超えて同時にプレーをすることはできない。
⑤引率者は当該チームを指導掌握し、責任を負うことのできる者であること。
９．参加チームとその数：最大12チーム
10．競技形式：未定（出場チーム数が確定後、決定する）
11．競技会規定􀀕大会実施年度の財団法人日本サッカー協会フットサル競技規則による。
（ただし、以下の項目については本大会の規定を定める。）
①ピッチサイズ：原則として、40m×20m

②使用球：フットサル用ボール
③競技者の数
(1)交代要員の数：7名以内
(2)ベンチに入ることができる人数：10名以内（交代要員7名以内、役員3名以内）
④競技者の用具
(1)シューズ：靴底は接地面が飴色もしくは白色のフットサル用シューズ又はトレーニングシューズ（接地面が凸凹のもの）の使用可能とする。（今回の大会は、会場が人工芝のためトレーニングシューズの使用を許可する。通常は使用できない事が多い。）
(2)すね当て：着用のこと
⑤試合時間
30分間（前後半各15分間）のプレーイングタイムまたは40分間（前後半各20分間）のプレーイングタイム
⑥試合の勝者を決定する方法（競技時間内で勝者が決しない場合）
（未定）
⑦本大会期間中に警告を2回受けた選手は、次の1試合に出場できない。
⑧本大会において退場を命じられた選手は、次の1試合に出場できず、それ以降の処置については本大会の規律・フェアプレー委員会で決定する。
12．参加申込
①参加申込書に記載しうる人員は1チームあたり24名（選手20名、役員4名）を上限とする。
②参加チームは、所定の参加申込用紙（大会登録票）に必要事項を記入のうえ、下記宮崎県サッカー協会フットサル委員会宛に申込書1部を送信すること
申込先および問い合わせ先：FAX:0985-54-2970 

または yoshinobu.a@mopera.net
③申込締切日： 2010年 5月31日（月）17:00　必着
④申込書内容の変更は一切認めない。
13．ユニフォーム
①ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）は正のほかに副として正と色彩が異なり判別しやすいユニフォームを参加申込書に記載し、各試合に必ず携行すること。（フィールドプレーヤー、ゴールキーパーとも）。
②チームのユニフォームのうち、シャツの色彩は審判員が通常着用する黒色と明確に判別しうるものでなければならない。
③シャツの前面、背面に参加申込書に登録した選手番号を付けること。ショーツにも選手番号を付けることが望ましい。
④選手番号については1から99までの整数とし、0は認められない。必ず本大会参加申込書に記載された選手固有の番号を付けること。
⑤ユニフォームの色、選手番号の参加申込締切日以降の変更は認めない。
⑥ユニフォームへの広告表示については、本協会「ユニフォーム規程」に基づき承認された場合のみこれを認める。ただし、ユニフォーム広告表示により生じる会場等への広告掲出料等の経費は当該チームにて負担することとする。
⑦その他の事項については本協会「ユニフォーム規程」に則る。
14．参加料　出場チーム数により決定する。（予定：10,000円～20,000円）
　　　決定後(社)宮崎県サッカー協会フットサル委員会の口座に振込をして頂きます。
15．表彰　①優勝、準優勝までに賞状を授与する。
16.代表者会議　当日または前日（予定）
17.傷害補償　チームの責任において傷害保険に加入すること。
18.その他
①各チームの登録選手は、財団法人日本サッカー協会発行のフットサル選手証（写真を貼付したもの）および学生証を試合会場に持参すること。
不携帯の場合は当該試合への出場を認めない。
②各試合の60分前に両チームの代表者、審判員とのマッチコーディネーションミーティングを行う。
③大会期間中、大会に参加する選手は、必ず保険証または保険証のコピーを持参すること。
④試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止になった場合には、その帰責事由のあるチームは0対5またはその時点のスコアがそれ以上であればそのスコアで敗戦したものとみなす。
⑤本大会の優勝チームは、2010年7月3～4日に大分県宇佐市にて行われる九州大会に出場する義務を負う。
（なお、全国大会優勝チームには、全日本フットサル選手権大会（全国大会）への出場権が与えられる。）
